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 皆様、昨年は大変お世話になり、誠にありがとうございます。また今年も変わらぬご支援を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

竹原運輸の行動指針の中に 

「変化に対応するだけでなく、自ら変化する」 

というのがあります。 

 

生物が生き残るために、環境に適応することは必然のことです。そこで弊社はさらに進歩して、

適応だけでなく進化しよう、と言っています。 

 

荷主の要求にどんなに対応したとしても、「進化した」とは言いません。それは最適化です。 

弊社が最適化の次に目指しているのは、次元を超えた新しい物流の創造です。 

それこそが「自ら変化する」という意味です。 

 

荷主も驚くような新物流の創造。新年早々大きなことを申し上げましたが、心意気は十分です。

２０１５年は進化の年にしたいと思いますので、今年もよろしくお願い致します。 

 

竹原和行 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 

本年も何卒ご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます 

★事務所スタッフからの一言 



 

 

 

明けましてお目出とう御座います。 

 

旧年中は一方ならぬご愛顧を弊社に賜りまして、誠に有難う御座いました。 

今年もお客様のお役に立つ為に、誠心誠意お客様に尽くしたいと思います。 

どうぞご愛顧賜りますよう、伏してお願い申し上げます。 

 

今年は弊社内では「人材育成・確保」の 2年目です。 

 

昨年は社員側から、会社全体に係る安全意識高揚の方策が色々提案され、実現しています。お

陰様で昨年も重大事故は発生しませんでした。 

又、グリーン経営・安全性優良事業所を継続して取得出来ました。 

 

今年はより具体的な個人ごとの目標を設定し、人材育成を図っていきます。 

 

安全第一を常に考え、お客様のお役に立ち、人づくりを目指す会社を今年も作っていく所存で

す。宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

社長 竹原正和 

 

 



 

箱根駅伝（たすき） 

 毎年恒例の東京箱根間往復大学駅伝が東京大手町から箱根町まで往復区間で 21チームが

参加して行われました。 

今年は、青学大が箱根の出登りで活躍をした神野大地君の頑張りで独走の総合優勝で幕を

閉じました。毎年の事ながら正月 2日～3日は釘づけでの TV観戦でした。 

 今年の福井は朝からシンシンと雪が降り続き大雪警報が出されており、外に出ることもな

く TV観戦はもってこいでもありました。 

 前評判の高かった 7年ぶりの総合制覇を狙った駒大が 2年連続の 2位で終わってしまいま

した。今回は、福井県勢が東海大より 2名、6区と 7区に美方高校出身の山下君（6区）石橋

君（7区）の先輩、後輩で出場し、見ている者にとってはいつもより楽しく見れる観戦でも

ありました。 

今年初めて念願の出場をした創価大も、たすきをつなげなかった無念さを両手で顔を覆っ

ていましたが、それでも念願の初出場を果たしたことで数多くの収穫を得て来年度の出場に

期待を持たせてくれました。 

私が毎年新年度のハート通信に箱根駅伝で思ったことを寄稿させていただくのは、駅伝は

チーム全員が結束しなければ駅伝は戦えないからです。 

会社も同じことです。駅伝に出場出来る選手は 10人です。しかし、裏方がいてタイム係・

給水係・中継点で選手に付き添う係と全員が一つにならなければ戦うことが出来ないからで

す。皆が一つになって戦えるチームが本当に強いチーム（会社）なのです。  

我々物流に携わる者として拠点から拠点へたすきを継ぐ駅伝は 

まさに通じるものがあるからです。たすきはただの布ではない 

のです。全員の汗と努力と気持ちが染みこんでいます。 

全員の思いを 1本のたすきに込めて次へ次へと託して行くので 

す。渡す側も受取る側も「頼んだぞ」と肩をたたき魂をこめて 

受け渡して行くのです。 

たすきの裏には部員全員の名前が書いてあると聞きます。走る選手だけではなく支えてく

れる部員全員の思いがたすきに込められているのです。 

私達の仕事も一つのお客様から御預かりした大切な商品を目的地に安全にお届けするとい

う事も同じだと思うからです。 

斉藤 洋一 

 

             

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は大変お世話になり有難う御座いました。本年も変わらぬご愛顧を賜りますようお願い

申し上げます。 

 福井の正月三が日は雪でした。私が住んでいる三国町でも 30cm ほどの積雪がありました。

三国は海に近く、積雪量は少ないのですが（その代わりに台風並みの強風）今年の幕の内は驚

きました。子供の頃の正月はこのくらいの雪は当たり前だったのですが、ここ数年は降雪量も

少なく殆ど積雪もない状況でしたので久しぶりの大雪に驚いた次第です。福井市内や山間部で

は珍しいことではありませんが三国では珍しい風景の三が日でした。2日に福井まで出ましたら

2倍くらいの積雪に再度驚きました。 

 除雪（雪かき）をしなくてはなりません。車の出入りもできませんし、人の往来も困難な状

況です。物置からスコップを出してきました。何年振りの活躍でしょうか。隣近所が雪かきを

すると競って雪かきをします。「あら～っあそこの家なんたダラくさいんやろの～雪もどけんの

やわ」標準語に訳しますと「除雪をしないなんて横着な家ですね」です。他人の家の除雪状況

などどうでもいいことだと思うのですが、昔から近所で助け合ってきた風習なんでしょうかね。

そういえば年配の方がいらっしゃる家はすぐに雪かきします。私の実家も 79才の父が一人で雪

かきをしたようです。 

 と、新年早々に勉強できました。雪かきは自分の都合ではなく、他人様の為にするものなん

だと。お客様がお見えになったとき、郵便や宅配が届いたとき、雪を除けてあるだけでどれだ

け有難いかを。父は駐車場の確保と徒歩スペースを作ってくれていました。 

 昔の人は考え方も行動も豊かですね。。。 

 

 1月 5日 竹原運輸株式会社 平成 27年度 年賀式  

 社員で筋肉痛を訴えている者がおりました。雪かきご苦労様でした。    池上則和 

 

                                 

         

 

 

 

 

  

                                    

 

 

  

  

 

 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年の最初のハート通信となります。 

皆様あけましておめでとうございます。 

昨年中は大変お世話になりありがとうございました。 

本年も宜しくお願い致します。 

 今年も元旦に家族で揃って初詣に行きました。昨年は私の後厄で、 

お祓いをしてもらった後に達成（やっと終わった）感に似た気持ちになりましたが、今年は長

女が前厄という事で面倒くさがる娘達を、なかば無理やり連れ出して参詣となりました。 

子供が成長するにつれて、一家が揃う機会が減っているのは気付いてはいましたが、現実味を

帯びた「今回が最後かも」とか「来年からはもう家族が揃ってというのは難しいかなぁ」なん

て考えると、どうしようもない寂しさに思考が停止（現実逃避）してしまいます。 

今年も大きな病気や怪我等なく無事に一年を過ごせるよう精進したいと思います。 

お客様とお会いする時はもちろん、電話でも、毎日会う身近な家族にも一期一会の気持ちで、

大切な時間を大事に過したいです。 

 

辻川 伸吾 

 

 

 厳しい寒さが続きますが、皆様お元気でしょうか？ 昨年はご愛顧頂き誠にありがとうござ

いました。  

新しい年を迎え、今年の私の目標(テーマ)は『変わる・変化する』です。全く具体的ではない

ので目標とは言えないかもしれませんが、これまでの流されやすい自分自身を変えること。物

事の見方、考え方、言動、行動、固定観念にとらわれずいろんな角度、視点から物事を考える

ことを常に意識し落ち着いて答えを出すように変わることです。 

また、会社では昨年と同じく『人材育成』の２年目となります。社会やお客様から強く求め

られる会社になる為に、その会社にいる一人一人の資質を上げていくこと、人間性を高めるこ

とにより、更なる各自の成長を目指し会社全体が強く求められる会社に変化していくことです。

一朝一夕でできることではないですが、それぞれが目標を持ち、やるべきことを最後までやる

ことによって必ず変化していくと思います。どこまで変われるかわかりませんが、少しでも近

づけるよう社員一丸となり頑張って参りますので、本年も宜しくお願い致します。 

 

 

大橋 哲夫 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「変 化」 

 新しい一年が始まりました。2015年という年は時代が大きく変わると言われています。 

時代の流れも速く、様々なものが変化していきます。 

竹原運輸でも新しい取り組みや日々の業務の変化等、やはり時代の変化に合わせ徐々に変化し

ていっています。 

そういった目まぐるしく忙しい日々の中でも、自分を変化させる努力をしていかなければ時代

や周りの環境についていけなくなってしまうんだと思います。 

では、どう変化させていけばいいのか？ 

人って簡単に変わることはできません。日常のやるべき事におわれ、一日が終わってしまうと

いう人もいると思います。 

 よし！変わろうと思っても何をどう変わっていいか分からないって人もいると思います。 

まずは自分がどんな人になりたいのか？ 何を成し遂げたいのか？ 生きる目的は？ 

というように自分に問いかけ、自分を見つめてみてください。 

 一番簡単に変える方法は、環境を変える事です。 

人間には環境適応能力がありますから変わる事はできます。 

 しかしそれは、そこの環境に適応しただけで理想の自分とはほど 

遠いものかもしれません。 

 自分で自分を理解し、理想の自分をしっかり決めて変化していく 

事が大切だと思います。 

 日々の暮らしの中で気付きが数多くあると思います。そういった事やいろんな物事が起こる中

でプラスなことをたくさんみつけ、感じ、変化していければ最高ではないでしょうか。 

  

谷口 学 

 

 新年、明けましておめでとうございます。 

元旦からの大雪で、除雪に奮闘された方お疲れ様です。 

この積雪の影響もあって、あまり外には出掛けられませんでした。（除雪疲れ） 

また、飲んで食べて除雪、食べて飲んで除雪でしたから、今年は体重も増える事もありません

でした。 

早々に初詣に済まされた方、雑煮を食べてから参詣された方、寝正月を済まされた方々も、願

いは同じ、健康でいい年でありますように。 

 本年もどうぞ宜しくお願い致します。               

 越 邦治 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回お楽しみに・・・・ 

  

明けましておめでとうございます。本年も何卒よろしくお願いいたします。 

昨年は、二男の子供のサッカーの役員等で何かと忙しい一年でした。 

今年 3月で長男の時から始まった 10年間のサッカー生活がやっと終わります。寂しい気持ち

もありますが、これからやりたいことがいろいろ出来るというわくわく感が今は大きいです！ 

時間にも気持ちにもゆとりができますが、無駄に過ごさず時間を大切にしたいと思います。 

今年一年も常に感謝の心で頑張っていきます。 

 

檜鼻 真智子 

  

 明けましておめでとうございます。正月早々大雪で、雪掻きのため腰を痛めてしまいましたが、健康第

一で今年も頑張りますので、本年も宜しくお願い致します。 

 さて、今年の我が家は、結婚して初めて（結婚27年目）夫婦揃って自宅でお正月を迎えました。例年、

主人は必ず実家へ、私はここ何年か年末主人の実家で正月は自宅で過ごし、夫婦揃うのは 1月 3日の

午後というお正月を過ごして来ました。 

 今回も 12 月 31 日～1 月 2 日まで主人の実家で過ごす予定をし、年末に山のように食材を買い込み

準備をしておりましたが、義父の容態もあまり良い状態でなく、また福井県内大雪警報も出ていましたの

で帰ることが出来ず、我が家で初めての正月となった訳です。 

 そこで、我が家の冷蔵庫に異変が・・・・・。今まで入れたことがない量の食材が入ることとなり、お正月ら

しい食材で一杯に！美味しく頂きました。 

 のんびりとしたお正月を過ごしましたが、ちょっぴり寂しいような気もします。今後はこのようなお正月に

なるのではないかなと主人と話しており、来年はどんなお正月になるやら・・・・。 

吉川 佳代 

 

これから何し

ようかな～ 


